
３
・
13
重
税
反
対
全
国
統
一
行
動
は
好
天
に

恵
ま
れ
た
３
月
13
日
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
南

越
谷
第
一
公
園
で
集
会
を
行
な
い
、
越
谷
税
務

署
ま
で
約
１
・
５
km
を
「
消
費
税
増
税
は
ん
た

～
い
」
「
年
金
切
り
下
げ
や
め
ろ
～
」
「
国
保

税
を
引
き
下
げ
ろ
～
」
「
原
発
再
稼
働
ゆ
る
す

な
～
」
な
ど
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
し
な
が
ら

パ
レ
ー
ド
を
行
な
い
ま
し
た
。

集
会
で
は
年
金
者
組

合
の
高
木
事
務
局
次

長

が

司

会

、

吉

田

（
健
）
支
部
長
が
閉

会
挨
拶
を
担
当
。

パ
レ
ー
ド
後
、
土

建
や
民
商
の
方
た
ち

は
越
谷
税
務
署
に
確

定
申
告
の
集
団
申
告

を
行
な
い
ま
し
た
。

集
団
申
告
は
時

間
差
で
行
な
っ
た
三

郷
の
人
た
ち
等
を
含

め
約
5
０
０
人
が
行

な
っ
た
模
様
。

パ

レ

ー

ド

は
ふ

だ
ん
見
慣
れ
な
い
ス

ピ
ー
カ
ー
の
音
と
色

と
り
ど
り
の
旗
に
、

そ
っ
と
窓
を
開
け
て

聞
き
入
る
人
、
玄
関

前
に
出
て
手
を
振
る

人
な
ど
が
み
ら
れ
ま

し
た
。

こ
の
「
重
税
反
対

行
動
」
は
重
税
反
対

の
一
点
で
１
９
７
０

年
か
ら
開
始
、
今
年

は
50

回
目
、
全
国
５

０
０
ヶ
所
以
上
で
行

な
わ
れ
10

万
人
以
上

が
参
加
し
ま
し
た
。

越
谷
税
務
署
へ
要
請
行
動

３
・
13
重
税
反
対
全
国
統
一
行
動
が
行
な
わ

れ
た
日
の
午
後
２
時
前
か
ら
、
年
金
者
組
合
県

本
部
の
宇
佐
美
委
員
長
を
中
心
に
三
郷
・
松
伏
・

八
潮
・
吉
川
・
越
谷
支
部
の
代
表
８
人
は｢

消

費
税
増
税
の
中
止｣

な
ど
８
項
目
の
請
願
書
を

持
っ
て
税
務
署
と
約
40
分
懇
談
し
ま
し
た
。
請

願
書
は
こ
こ
一
ヶ
月
く
ら
い
で
皆
さ
ん
に
署
名

し
て
も
ら
っ
た
４
６
２
筆
を
税
務
署
に
提
出
し

ま
し
た
。

懇
談
で
は
、
消
費
税
10
％
へ
の
増
税
は
行
な

わ
な
い
こ
と
を
中
心
に
、
私
た
ち
と
税
務
署
の

距
離
感
を
も
っ
と
近
づ
け
、
気
軽
に
相
談
で
き

る
税
務
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
設
置
、
税
務
相

談
へ
の
講
師
の
派
遣
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
申
告

書
に
記
入
す
る
よ
う
求
め
る
言
葉
使
い
は
正
確

に
、
な
ど
に
つ
い
て
要
望
を
伝
え
ま
し
た
。

物
価
の
値
上
げ
が
止
ま
ら
な
い
!!

こ
の
と
こ
ろ
「
物
価
値
上
げ
」
の
ニ
ュ
ー
ス

が
止
ま
り
ま
せ
ん
。
値
段
が
変
わ
ら
な
い
物
は

中
身
が
減
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
乳
業
協
会
と

か
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
協
会
、
清
涼
飲
料
連
合
会

な
ど
業
界
ぐ
る
み
で
値
上
げ
の
実
施
日
が
同
じ

で
す
。
ど
の
企
業
・
業
界
も
原
材
料
費
、
物
流

費
、
人
件
費
な
ど
の
上
昇
を
値
上
げ
の
理
由
に

し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
ま
で
揃
う
と
「
何
か
変

だ
」
と
勘
ぐ
り
た
く
な
り
ま
す
。

そ
し
た
ら
あ
り
ま
し
た
。
安
倍
政
権
が
昨
年

11
月
末
に
「
消
費
税
増
税
前
の
値
上
げ
の
指
針
」

を
業
界
団
体
に
通
知
、
そ
れ
を
受
け
て
農
水
省

も
「
消
費
税
率
引
き
上
げ
前
に
需
要
に
応
じ
て

値
上
げ
を
行
な
う
な
ど
経
営
判
断
に
基
づ
く
自

由
な
価
格
設
定
を
行
な
う
こ
と
を
何
ら
妨
げ
る

物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
業
界
団
体
に
周
知
・

広
報
を
行
な
っ
て
い
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
あ
か
ら
さ
ま
に
「
値
上
げ
を
し
な

さ
い
」
と
は
い
わ
な
い
も
の
の
「
値
上
げ
は
業

界
の
自
由
」
と
政
府
が
お
墨
付
き
を
与
え
た
言

い
方
。
業
界
寄
り
の
「
政
治
の
役
割
」
を
果
た

し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

私
た
ち
の
年
金
は
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
で

プ
ラ
ス
０
・
１
％
、
「
雀
の
涙
」
ど
こ
ろ
か

「
蚤
の
小
便
、
蚊
の
涙
」
な
の
に
！
（
山
本
）
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点

睛

温
か
い
季
節
に
な
り
庭
や
畑
に
出
て
土
い
じ

り
を
始
め
ま
し
た
。
種
を
ま
き
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ

を
植
え
、
冬
を
越
し
た
さ
や
え
ん
ど
う
、
玉
葱
、

い
ち
ご
な
ど
の
手
入
れ
を
し
、
夏
野
菜
の
準
備

も
し
て
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
は
庭
や
畑
は
や

す
ら
ぎ
の
場
所
で
す
。
ち
ょ
っ
と
考
え
た
り
、

怒
り
を
鎮
め
た
り
、
植
物
の
成
長
を
見
守
っ
て

い
る
と
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

輸
出
優
先
や
大
規
模
化
、
企
業
的
農
業
を
推

進
し
て
き
た
世
界
の
農
政
が
、
家
族
農
業
の
危

機
を
広
げ
、
貧
困
や
格
差
、
飢
餓
を
拡
大
し
、

地
球
環
境
を
悪
化
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

国
連
は
「
家
族
農
業
の
10
年
」
（
２
０
１
９

～
28
年
）
、
家
族
農
業
・
小
規
模
農
業
を
重
視

し
、
農
業
・
農
村
の
危
機
的
事
態
の
打
開
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。
小
規
模
・
家
族
農
業
を
後

押
し
す
る
枠
組
み
と
し
て
「
食
料
主
権
」
「
種

子
の
権
利
」
な
ど
を
定
め
た
「
農
民
の
権
利
宣

言
」
を
採
択
し
ま
し
た
。
日
本
の
農
政
も
、

「
競
争
力
強
化
」
を
口
実
に
大
規
模
化
・
企
業

参
入
を
最
優
先
し
、
農
協
や
農
地
制
度
、
種
子

法
な
ど
戦
後
の
農
業
や
家
族
経
営
を
守
っ
て
き

た
諸
制
度
を
壊
し
て
き
ま
し
た
。

歴
代
政
権
の
農
業
つ
ぶ
し
に
よ
っ
て
急
速
な

農
業
従
事
者
の
減
少
と
高
齢
化
が
進
み
、
深
刻

な
危
機
で
す
。
農
業
経
営
の
98
％
は
多
様
な
家

族
経
営
で
あ
り
、
国
民
の
食
料
供
給
の
大
半
を

担
い
、
中
山
間
地
を
含
め
て
住
民
の
暮
ら
し
、

国
土
や
環
境
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。

多
く
の
国
民
も
、
農
業
と
農
村
の
荒
廃
に
胸

を
痛
め
、
「
安
全
な
食
料
は
日
本
の
大
地
か
ら
」

を
願
っ
て
い
ま
す
。
地
域
農
業
を
守
る
取
り
組

み
も
各
地
で
発
展
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
議
会
は
、
知
事
提
出
の
「
北
海
道
主

要
農
産
物
等
の
種
子
の
生
産
に
関
す
る
条
例
案
」

を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
山
形
、
新
潟
、

富
山
、
埼
玉
、
兵
庫
の
各
県
に
続
き
、
全
国
で

６
例
目
で
す
。
種
子
法
は
、
自
国
民
の
食
料
の

供
給
に
つ
い
て
国
と
都
道
府
県
の
責
任
を
明
確

に
し
、
主
要
農
産
物
の
コ
メ
（
イ
ネ
）
、
麦
、

大
豆
の
種
子
の
安
定
し
た
生
産
・
普
及
を
各
都

道
府
県
に
促
す
法
律
で
す
。

（
川
原
利
雪
）

年
金
者
組
合
も
参
加

３
・
13
重
税
反
対

全
国
統
一
行
動

＜統一地方選挙＞

埼玉県議会議員選挙投票日 ４月７日(日)、越谷市議会議員選挙投票日 ４月２１日(日)・・・・投票に行きましょう！

種
を
蒔
く
春
で
す
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